
こ
の
大
正
十
四
年
四
月
の
旅
行
は
北
村
西
望
（
教
授
）
、
石
田
英

第
十
五
日
同
二
十
九
日
（
水
）
大

〔木
〕

第
十
六
日
同
三
十
日

(0
)
京

都

博

物

館

午
後
四
時
三
十
二
分

第
十
七
日
五
月
一
日
（
金
）
午
前
七
時
東
京
騨
着

備
考
日
程
ハ
都
合
二
依
リ
一
部
瑳
更
ス
ル
事
ア
ル
可
｀
ン

〔二〕

五
月
一
＿
一
日
土
ハ
特
二
休
暇
ト
ス

解
散

解
散
式

京
都
騨
稜

徳
寺
（
孤
蓬
庵
）

光

悦

寺

（

金

閣

寺

、
仁
和
寺
、
妙
心
寺
）

廣

隆

寺

（

嵐

山

）

三
十
三
間
堂
（
智
租
院
、
高
盗
寺）

館

宿

泊

同

法

界

寺

醍
醐
寺
三
野
院
（
伏
見
稲
荷
）

同

ー
テ

第
十
四
日
同
二
十
八
日
（
火
）

午
後
八
時

出
焚
三
條
大
橋
ョ
リ
京
阪
電
車

東

寺

第
十
三
日
同
二
十
七
日
（
月
）
桂
離

西

本

願

寺

宮

（同）
、

館

宿

泊

同

館

宿

泊

第
十
二
日
同
二
十
六
日
（
日
）
二
條
離
宮

京

都

御

所

仙
洞
御
所
（
下
鴨
稗
祉
）

修
學
院
離
宮
（
詩
仙
堂
）
同

館

宿

泊

従
来
日
本
の
費
金
屈
工
藝
は
生
産
と
い
ふ
こ
と
よ
り
美
術
方
面
に
重
き
を

和
田
季
雄
（
助
教
授
）
、
新
納
忠
之
介
（
臨
時
眠
託
）
、
岸
熊
吉
（
同
）
、
阪
谷
良

之
進
（
同
）
、
関
保
之
助
（
同
）
、
増
井
兼
吉
（
書
記
）
、
北
浦
大
介
（
同
）
、
古

宇
田
正
雄
（
屈
）
が
引
率
に
あ
た
り
、
日
本
画
科
十
二
名
、
西
洋
画
科
十
八

名
、
彫
刻
科
塑
造
部
七
名
、
同
木
彫
部
五
名
、
建
築
科
四
名
、
図
案
科
九
名
、

金
工
科
七
名
、
鋳
造
科
三
名
、
漆
工
科
四
名
が
参
加
し
た
。

前
掲
の
修
学
旅
行
心
得
に

「
修
学
旅
行
報
告
」
提
出
義
務
の
規
定
が
あ
る

が
、
校
友
会
は
大
正
九
年
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
十
九
巻
以
降
毎

巻
一
冊
を
修
学
旅
行
号
と
し
て
発
行
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
中
に
生
徒
の
報
告

書
を
掲
載
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
、
今
日
で
も
生
徒
が
い
か
な
る
報
告
を
し
た

か
が
分
か
る
。
紀
行
文
、
日
誌
、
感
想
文
な
ど
が
多
い
が
、
吉
田
五
十
八
の

「
石
山
寺
金
剛
三
昧
院
多
宝
塔
形
態
比

較
論
」
（
第
二
十
巻
第
三
号
所
載
）
や
西

田
正
秋
の
「
仏
像
の
顔
面
研
究
」

H
＼
回
（
第
二
十
四
巻
第
三
＼
五
号
所
載
）
を

は
じ
め
と
し
て
学
究
的
な
内
容
の
も
の
も
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
修
学
旅
行
号

に
は
旅
行
の
日
程
表
、
写
真
、
ス
ケ
ッ
チ
、
旅
館
で
の
指
母
教
官
の
講
話
な
ど

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
見
学
の
様
子
が
よ
く
分
か
る
。
旅
行
を
了
え
て
帰

京
し
た
後
は
「
旅
行
収
獲
展
」
と
題
し
て
旅
行
中
の
ス
ケ
ッ
チ
を
展
示
す
る
習

わ
し
だ
っ
た
ら
し
い
。

鈴
木
清
の
起
用

大
正
十
二
年
六
月
十
八
日
の
『
都
新
聞
』
に
、
「
東
京
美
術
學
校
に
エ
藝
學

の
新
諧
座
金
屈
工
藝
の
統
一
を
期
し
て
講
師
は
新
蹄
朝
の
鈴
木
氏
」
の
見
出

し
で
、
鈴
木
消
の
起
用
が
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

⑤
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置
い
て
ゐ
た
の
で
彫
刻
師
や
錨
師
飾
師
皆
各
自
が
没
交
渉
で
夫
々
の
技
術
を

撥
営
す
る
風
が
あ
っ
た
そ
の
結
果
不
生
産
不
糎
演
で
あ
る
こ
と
を
免
れ
な

い
が
近
頃
は
外
國
品
で
美
術
的
な
上
に
債
の
廉
い
も
の
が
ど
し
／
＼
輪
入
さ

れ
る
有
様
に
こ
れ
が
防
止
策
と
日
本
菩
式
技
術
の
慣
例
を
打
破
し
て
外
図
の

そ
れ
の
如
く
新
技
術
法
に
依
つ
て
天
睛
外
國
の
も
の
を
凌
駕
さ
せ
や
う
と
い

ふ
の
で
先
づ
そ
の
技
術
者
の
養
成
を
第
一
と
す
べ
く
今
度
東
京
美
術
學
校
に

工
藝
學
の
新
講
座
を
設
置
す
る
こ
と
4

な
っ
た
講
師
は
明
治
一
二
十
九
年
同

校
出
身
、
四
十
年
農
商
務
省
か
ら
金
工
藝
宜
業
講
習
生
と
し
て
渡
米
し
三
年

間
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ソ
ド
州
工
藝
圏
案
學
校
と
マ
サ
チ
ウ
セ
ッ
ュ
エ
蘇
學
院
に

金
工
藝
を
専
攻
し
て
爾
来
米
園
で
宜
地
鰹
験
を
積
む
こ
と
十
有
餘
年
間
昨
年

蹄
朝
し
た
鈴
木
清
氏
が
撥
嘗
す
る
こ
と
4

な
っ
た
之
に
依
つ
て
今
後
我
國

の
金
蜀
工
藝
界
の
不
統
一
を
刷
新
す
る
計
聾
で
あ
る
と

鈴
木
清
は
明
治
三
十
九
年
鋳
金
選
科
卒
業
、
東
京
砲
兵
工
廠
銃
包
製
造
所
、

砲
具
製
造
所
銅
像
鋳
造
所
勤
務
の
後
、
鋳
金
術
研
究
の
た
め
農
商
務
省
海
外
実

業
練
習
生
と
し
て
渡
米
し
、
日
本
輸
出
の
鋳
銅
器
の
調
査
、
銅
像
鋳
造
法
及
エ

作
法
、
銀
器
及
鋳
造
製
作
法
を
修
業
、
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
州
プ
ロ
ビ
デ
ン
ス

市
ゴ
ー
ハ
ム
会
社
彫
金
部
を
は
じ
め
、
数
社
で
金
工
図
案
係
、
装
身
具
図
案
及

鋼
型
製
作
に
従
事
、
の
ち
に

三
井
物
産
会
社
紐
育
支
店
の
委
嘱
に
よ
り
紐
育
グ

ロ
ー
プ
チ
ー
会
社
新
英
州
総
代
理
人
、
営
業
部
支
配
人
を
務
め
、
渡
米
か
ら
十

四
年
後
の
大
正
十
年
八
月
に
掃
国
し
た
。
大
正
十
一
年
十
月
十
二
日
本
校
講
師

に
起
用
さ
れ
、
金
工
科
、
鋳
造
科
の
工
芸
製
作
法
を
週
に
四
時
問
担
当
し
た
。

な
お
、
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
七
巻
第
一
号
に
「
鈴
木
清
氏
よ
り

の
近
翰
」
、
同
巻
六
号
に
同
「
近
信
」
、
同
巻
第
十
号
に
鈴
木
著
「
米
国
に
於
け

東
京
高
等
工
芸
学
校
開
校
・
製
版
科
廃
止

大
正
十
年
十
二
月
九
日
、
東
京
高
等
工
芸
学
校
が
設
置
さ
れ
、
翌
十
一
年
四

月
よ
り
授
業
が
開
始
さ
れ
た
。
第
二
巻
に
記
し
た
と
お
り
、
元
東
京
高
等
工
業

学
校
教
授
松
岡
寿
、
同
安
田
禄
造
ら
は
官
立
工
芸
学
校
設
立
運
動
を
熱
心
に
す

す
め
て
い
た
が
、
折
り
よ
く
大
正
七
年
原
内
閣
の
文
部
大
臣
中
橋
徳
五
郎
が
提

出
し
た
「
高
等
諸
学
校
創
設
及
拡
張
計
画
案
」
が
帝
国
議
会
で
成
立
し
て
八
年

度
か
ら
十
三
年
度
ま
で
の
六
年
間
に
計
画
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
松
岡

ら
の
計
画
も
実
現
し
た
。
東
京
高
等
工
芸
学
校
の
後
身
に
あ
た
る
千
葉
大
学
工

学
部
の
『
創
立
40
周
年
記
念
』
（
昭
和
＝―-
十
六
年
、
長
谷
川

一
郎
編
）
に
よ
れ
ば
、

創
設
当
初
の
同
校
は
東
京
市
芝
区
新
芝
町
の
芝
浦
埋
立
地
に
あ
り
、
工
芸
図
案

科
、
同
科
附
属
工
芸
彫
刻
部
、
金
属
工
芸
科
、
金
属
製
品
分
科
、
同
精
密
機
械

分
科
、
木
材
工
芸
科
、
印
刷
工
芸
科
が
置
か
れ
、
初
代
校
長
は
松
岡
寿
で
あ
っ

こ
。

t
 本

校
は
こ
の
新
設
校
に
製
版
科
を
移
管
す
る
こ
と
と
し
、
大
正
十

一
年
三
月

三
十
日
に
文
部
大
臣
に
上
申
を
行
な
っ
た
。
そ
の
理
由
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ

こ
。

f
 

製
版
科
廃
止
理
由

本
校
製
版
科
ノ
設
置
ハ
大
正
三
年
二
在
リ
同
年
東
京
高
等
工
業
学
校
ョ
リ
同

校
工
業
図
案
科
並
二
同
校
付
設
職
工
徒
弟
学
校
製
版
科
生
徒
ノ
教
育
ヲ
本
校

ニ
委
託
セ
ラ
レ
タ
ル
結
果
ト
シ
テ
本
校
製
版
科
ハ
新
設
セ
ラ
ル
、
二
至
レ
リ

延
イ
テ
大
正
七
年
三
月
二
至
リ
始
メ
テ
第
一
回
ノ
卒
業
者
一
――
名
ヲ
出
シ
爾

⑥
 

る
鋳
造
品
需
給
並
に
嗜
好
の
状
況
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
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